
大
物
五
年
四
肩
六
臼
第
＝
轟
郷
便
物
認
珂
　
大
泥
七
礁
八
月
二
＋
七
二
印
刷
日
本
（
毎
月
一
圓
一
”
空
行
）

　珊九第叢話第
　　號十三悪
行擬日一月九年七正大

ヂ
イ
ル
タ
イ
の
認
載
的
分
析
的
心
理
學
：
：
・
：
・
．
．
：
：
：

・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
・
：
・
文
學
士
勝
部
謙
造

美
の
具
象
性
・
：
：
：
・
：
：
：
：
・
：
・
文
學
博
士
　
深
田
康
算

鼎
立
輝
性
批
判
の
根
本
問
題
に
就
て
：
丈
學
士
　
世
良
壽
男

譲
別
作
用
の
非
相
稗
性
に
關
す
る
實
験
的
研
究
（
承
莇
Y
：
：
：
・

：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
丈
學
士
千
葉
胤
成

個
別
的
因
果
律
の
論
理
に
就
き
て
左
右
田
博
士
の
敏
を
乞
ふ
：

ゼ
：
一
：
；
：
：
．
：
．
．
：
：
：
：
・
：
麦
學
簿
士
田
遽
　
元

へ
ル
マ
ン
ニ
オ
エ
ン
い
就
て
：
・
：
・
丈
學
士
中
川
得
立

　
　
　
自
檜

ヘ
ル
V
ン
●
コ
オ
エ
ン
省
像
：
：
：
：
：
．
：
：
：
・
：
．
・
。
：
：

雑
〃

　
ヌ

内撃大科文墾大國帝都京

　會墜哲都門



第第舞

條條條

京
都
哲
學
會
規
則

本
會
チ
京
都
哲
學
倉
ト
禰
ス

⊥不

ｽ
“
ハ
癖
闘
義
昌
於
ケ
ル
哲
墨
・
ノ
研
究
及
蹴
ハ
煎
日
及
チ
以
テ
目
的
ト
ス
」

本
四
ハ
蔚
傑
ノ
日
的
チ
達
セ
ン
が
鴬
メ
左
ゾ
事
業
チ
行
フ

　
　
一
、
毎
月
一
回
研
究
倉
チ
開
ク
，

　
　
一
、
毎
年
春
秋
二
君
公
開
講
演
會
チ
開
ク

　
　
｝
、
簿
月
一
回
雅
誌
四
哲
學
研
究
』
チ
獲
行
ス

箪
四
簾
　
本
倉
家
務
所
チ
京
都
帝
國
大
學
文
科
大
學
内
二
置
グ
、

第
甲
九
廻
　
木
倉
“
ノ
齋
励
業
チ
緯
塒
ス
ル
爲
メ
ニ
左
ノ
役
口
只
チ
澱
ク

　
　
一
、
委
員
（
若
干
名
）
京
都
帝
國
大
學
丈
科
大
塾
哲
學
科
教
官
及
委
員
愈

　
　
　
　
二
於
テ
燦
川
薦
シ
タ
ル
者
チ
以
テ
之
二
充
ツ

　
　
一
、
　
勤
惰
記
（
一
名
）
委
員
會
昌
於
テ
囑
託
ス

第
六
條
　
本
會
ノ
趣
旨
二
賛
同
ス
ル
者
ハ
侮
人
ニ
チ
モ
會
輿
タ
ル
コ
ト
チ
得

　
學
校
、
岡
禽
僻
、
教
宥
轡
、
其
他
ノ
團
盤
ハ
其
團
膿
ノ
名
チ
以
テ
入
曾
ス
ル

　
コ
ト
チ
得

第
＋
、
條
倉
員
ハ
倉
費
ト
シ
テ
年
武
圓
八
拾
銭
、
箭
後
二
期
二
分
チ
テ
蔚
納
ス

　
ペ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
八
條
　
合
u
員
ハ
末
A
胃
ノ
誌
顧
ノ
會
A
ロ
ニ
出
席
ス
ル
コ
ト
チ
得
且
ツ
雑
勲
囎
『
折
口

　
學
研
究
』
ノ
配
付
チ
受
ク

第
九
條
素
舎
規
列
ノ
改
正
墾
更
ハ
委
員
倉
ノ
決
議
昌
依
ル

京
都
薄
曇
會
役
員

委
　
員

書
　
記

文
學
博
士
波
多
野
精
一

文
學
檸
士
．
西
．
田
　
幾
　
多

文
學
博
士

丈
學
無

意朝

　る葉氷

ノ離

　十

文
學
博
士
　
狩
　
野

丈
六
博
士

成郎　郎

直
　
喜

蒔米

瀬田

武庄

i爽太

郎郎

丈
學
士
　
植
　
田

文
三
士

交
學
博
士

交
學
博
士

交
學
檸
士

丈
學
博
士

賓小・藤深松．野

田本上けせ

願

　　　　　井

西

文健

壽
　
藏

方重治康三俊

治直郎1算郎美1
、



　
　
　
　
　
　
　
　
哲
學
研
鍬
　
　
第
三
十
號

㎜、

奄
ﾉ
プ
ラ
ト
ン
の
哲
學
で
あ
っ
た
と
思
ふ
。
ユ
ダ
ヤ
は
人

　
　
民
が
あ
っ
て
三
家
な
き
種
族
で
あ
る
。
濁
逸
は
國
家
の
み

　
　
強
く
し
て
入
門
の
無
潤
せ
ら
れ
力
闘
で
あ
る
。
苦
々
し
き

　
　
r
猫
逸
の
ミ
リ
タ
ソ
ズ
ム
が
遽
に
呂
下
の
職
魁
を
惹
起
せ
る

　
　
を
見
て
コ
婁
エ
ン
は
…
遊
に
プ
ラ
ト
ン
の
理
想
國
を
夢
み
な

　
　
が
ら
淋
し
く
死
ん
だ
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

ニ
ニ
四

寄
贈
轡
籍
雑
誌
囁

簿
醜
の
解
除
　
　
　
　
　
常
盤
大
　
著
　
　
　
　
　
上
騰
鶏
版
甦

翻
…
賊
回
数
過
史
　
　
　
　
　
旧
聞
神
著
　
　
　
　
　
新
　
丈
　
館

哲
學
三
脚
、
思
潮
、
丁
酉
倫
理
講
灘
集
、
心
理
研
究
。
　
六
合
灘
誌
、
東
洋
哲

婦
、
無
霊
登
、
東
距
之
光
。
早
稻
閏
女
王
、
學
雷
撃
育
、
澱
…
育
、
内
外
教
育

評
諭
、
善
蓮
敷
育
、
敏
育
學
衛
界
、
敏
育
界
、
敏
育
時
論
、
　
兵
嘩
敏
育
、
都

岡
縣
敏
育
、
滋
賀
縣
教
育
會
難
誌
、
殴
阜
縣
教
宥
、
三
霊
教
育
、
愛
知
教
育

難
誌
、
都
市
教
育
、
佐
賀
縣
数
育
、
藤
備
敏
育
、
宮
城
敏
育
、
愛
媛
数
育
、
山

形
縣
講
馴
育
、
秋
田
縣
識
…
育
難
誌
、
　
第
三
帝
國
、
理
斜
教
育
℃
密
宗
學
報
、
紳

學
之
研
究
、

次回號前

高
次
の
室
家
：
：
：
：
・
：
：
：
：
・
：
：
：
：
、
：
　
　
　
丈
累
士

覗
術
に
於
け
る
合
蝉
性
の
意
識
・
：
・
　
・
：
・
　
　
　
丈
搭

シ
、
藷
タ
ム
ラ
｝
の
魁
會
哲
學
：
：
：
・
：
：
：
一
：
・
：
・
：
丈
學
博
士

心
理
學
・
客
観
的
方
法
（
承
前
）
：
：
・
：
：
：
・
：
：
　
　
　
丈
學
士

ヅ
ユ
ル
ケ
ム
の
二
二
其
砥
會
學
的
研
究
・
：
・
：
・
：
：
：
：
・
丈
學
士

中
川
徐
立

宇
　
野
　
臼
　
察

藤
井
健
治
郎

楢
崎
淺
太
郎

銅
　
直
．
　
勇



禽fEl亀
瓢

一
、
車
小
合
ロ
へ
入
紐
口
熱
塑
ノ
方
ハ
由
直
二
本
☆
“
宛
テ
ニ
彿
　
申
M
込
幅
下
度
峡

　
一
、
　
會
員
一
一
シ
テ
職
W
層
セ
ラ
レ
タ
ル
一
型
ハ
直
チ
嘉
北
6
口
獅
報
知
上
下

　
　
礎
候

　
一
、
倉
B
碑
ハ
ハ
紐
蝦
蒜
門
口
燦
偶
大
阪
嶺
．
0
｛
ハ
幽
ハ
嚢
“
番
、
山
承
都
號
口
轟
爾
…
宛
テ
昌

　
　
御
講
込
被
F
度
候

　
一
、
本
蝕
鱒
ノ
繍
鑓
轡
二
曲
…
ス
ル
湘
脳
信
及
紹
介
・
薪
訓
円
魯
∴
父
換
梅
圃
嚇
等
ハ

　
　
凡
テ
小
小
衛
一
5
宛
テ
ニ
御
資
逡
被
下
書
候

　　

@　

@　

@　

@
姫
響
㌶
岬
京
都
二
二
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
踏
越
口
座
大
阪
黎
〇
六
六
墾
番

1山

1ハ　
j
N
｝

薮
　
　
定
　
　
　
　
　
　
隈

滑
［
金
鉱
拾
　
h
　
鍍

肪
（
前
金
）
【
金
萱
翻
五
拾
銭

　
　
　
　
　
　
　
　
参

郵金不

十
　
二
　
腸
（
前
金
）
一
隅

圓
一
不

豊ゆΦ

稚
鑓受受

廣
簿
豊

一
頁
　
　
金
野
　
　
圓

孚
頁
　
　
金
六
　
　
囲

註文定

⑤
四
二
に
あ
ら
ざ
る
謙
譲
者
の
御
設
丈
及
び
廣
告
に
關
す
る
件
は
寳

　
山
口
日
時
へ
漁
凹
打
打
騨
込
下
さ
れ
度
候

⑤
本
誌
の
御
謎
丈
は
す
べ
て
代
金
郵
穐
共
前
金
に
て
御
論
り
下
さ
る

　
べ
く
餓

⑤
振
騨
貯
金
に
て
零
下
金
け
（
康
京
二
八
◎
番
）
喪
丈
館
宛
に
願
上
盤

⑤
蘭
金
切
れ
の
網
鳥
ム
ロ
は
幣
訓
封
に
「
晶
刷
金
棚
こ
の
印
翫
邦
押
捺
一
敷
す
べ
き
に

　
付
直
に
彿
突
込
下
さ
れ
度
鮭

◎
爵
二
本
御
　
入
用
の
場
A
n
は
金
武
拾
銭
二
途
蓼
下
さ
れ
奪
回

⑤
特
に
請
求
書
汲
領
脚
二
等
を
要
す
る
揚
合
は
郵
券
三
鈍
面
謝
付
下

　
さ
れ
度
候

“’v”AvWh」vwevv

大
正
七
年
八
月
二
十
七
同
印
刷
甲
納
鵡
小

大
正
七
年
　
九
　
月
　
一
口
渡
　
　
行

編
輯
麿

製複許不

・｝雄尋奪　劣ξ

一’”Fa

右
代
衷
岩

獲
行
者
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団
刷
春

印
刷
所

第
三
十
號

第
滲
奮

第
九
研

京
都
帝
國
大
周
丈
科
大
州
内

　
　
　
京
・
都
哲
學
會

賓
　
殿
　
方
　
治

大
　
葉
　
久
　
吉

束
束
市
H
家
山
隔
本
石
町

三
　
丁
　
昌
　
　
†
　
t
　
番
　
地

青
柳
十
一
郎

康
喰
市
牛
退
、
臨
市
谷
知
賀
町

一
　
丁
　
穏
・
」
十
　
　
＝
　
番
　
地

秀
英
舎
第
一
工
楊
．

嬰
行
所
郷
．
墨
汁
半
漁
鼎
沸
聖
上
館

跳
堅
買
一
再
至
重
赫
輯
雌
澱
躰
噂
賊
民
㎜
寳
文
館

萱
捌
灰

（
東
京
）
　
東
京
堂
、

良
明
堂
、
上
田
屋

（
京
都
）
實
野
薮

東
海
堂
、

（
大
阪
）

（
瀞
戸
）

北
隆
館
、

弓
丈
館

妙
文
館

璽



灘
鵬
鍵
櫻
井
寅
之
．
助
著

最
近
欧
米
を
歴

遊
せ
る
櫻
井
教

授
の
睨
察
せ
ら

れ
た
る
欧
米
に
．

於
け
る
諸
方
面

の
難
憾
は
本
書

に
詳
叙
せ
ら
れ

て
蝕
萬
な
し
鷲

薩耀睡

翻

迭 定 施

料 警 綴
金 」肥　　『

｢ 全
拾 八

武 拾 一

十 銭 器

．
本
書
は
東
京
高
等
師
範
學
校
に
理
化
、
東
京
帝
國
大
立
に
化
學
を
學
び
、
母
校
幹
事
及
び

米
澤
高
等
工
業
歯
髄
敏
頭
と
し
て
盛
名
あ
今
し
櫻
井
敏
授
が
、
最
近
欧
米
に
遊
學
し
、
或

　
は
鈍
米
の
天
地
に
黄
自
重
黒
久
人
種
の
競
錦
比
麟
試
瞼
》
亡
く
る
同
胞
の
需
績
か
考
覆
し

．
或
は
隊
洲
各
國
の
緊
張
せ
る
庭
藤
の
現
状
を
親
、
從
來
の
敏
育
並
R
民
俗
め
長
短
を
察
し

・
叉
孜
か
と
し
て
職
後
の
経
螢
に
扇
頭
せ
み
實
況
を
翻
訳
し
で
・
、
存
外
ニ
ゲ
館
親
し
く
親
察

せ
ら
れ
だ
る
諸
が
石
の
事
宜
〃
叙
し
、
謹
厚
又
洒
脱
、
時
に
は
鏡
需
の
批
評
を
加
へ
、
時

「に

h
誓
の
輕
摯
説
画
歴
も
行
文
極
め
て
硫
麓
｝
眞
に
書
置
遮
す
べ
か
ら
し
む
。

・
さ
れ
ば
敏
育
者
｝
非
器
育
者
と
の
論
な
く
、
賂
た
男
女
二
千
、
．
朝
穿
貴
賎
の
別
な
く
、
議

ん
で
面
捷
く
亦
盤
以
る
所
志
か
る
べ
く
、
眞
に
画
讃
霧
を
磯
ふ
能
は
ぎ
る
快
著
と
は
是
な

6
。
切
に
一
本
の
備
付
を
薦
む
。

町石本偏傭本日京東

番○八二京東替振
寳文館酊路添轟：東雷阪夫

番三四阪大替振

哲
　
學
　
研
究
　
　
第
　
三
　
十
　
號

聯
泊
麗
妖
振
影
箕
謂
縮
）
鰍
諾
麟
二
二
哩
　
．
定
償
金
試
拾
五
銭


